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衆
議
院
議
員
高
市
早
苗
君
提
出
除
染
に
伴
う
除
去
土
壌
等
の
処
分
方
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
九
日
に
環
境
省
が
策
定
し
た
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射
性
物
質

に
よ
る
環
境
汚
染
の
対
処
に
お
い
て
必
要
な
中
間
貯
蔵
施
設
等
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
」
（
以
下
単
に
「
基
本
的
考
え

方
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
濃
度
の
高
い
も
の
を
含
め
、
今
後
、
除
染
等
に
伴
っ
て
大
量
に
発
生
す
る
と
見
込
ま
れ
る

除
去
土
壌
等
、
及
び
一
定
程
度
以
上
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
指
定
廃
棄
物
等
（
以
下
、
大
量
除
去
土
壌
等
と
い
う
）
に
つ
い
て

は
、
そ
の
量
が
膨
大
で
あ
っ
て
、
最
終
処
分
の
方
法
に
つ
い
て
現
時
点
で
明
ら
か
に
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
一
定
の

期
間
、
安
全
に
集
中
的
に
管
理
・
保
管
す
る
た
め
の
施
設
」
と
し
て
中
間
貯
蔵
施
設
を
位
置
付
け
、
そ
の
配
置
に
つ
い
て
、

「
安
全
管
理
を
一
元
的
・
集
中
的
に
行
う
こ
と
の
重
要
性
及
び
立
地
に
関
す
る
社
会
的
受
容
性
を
考
慮
し
て
、
都
道
府
県
毎

に
、
そ
の
区
域
内
か
ら
発
生
す
る
大
量
除
去
土
壌
等
の
保
管
の
た
め
、
一
箇
所
程
度
確
保
す
る
と
の
基
本
的
考
え
に
よ
る
こ

と
と
し
、
具
体
的
に
は
、
大
量
除
去
土
壌
等
が
発
生
す
る
と
見
込
ま
れ
る
福
島
県
に
の
み
設
置
す
る
。
」
と
し
て
い
る
。

な
お
、
基
本
的
考
え
方
に
お
い
て
は
、
「
他
の
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
、
除
去
土
壌
等
及
び
指
定
廃
棄
物
の
発
生
量
が
比

較
的
少
な
く
、
ま
た
汚
染
度
も
比
較
的
低
い
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
各
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
既
存
の
管
理
型
処
分

一



場
の
活
用
等
に
よ
り
処
分
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
設
置
は
考
え
な
い
」
と
し
た
上
で
、
「
た
だ
し
、
今
後
、

土
壌
等
の
発
生
量
の
見
込
み
を
大
幅
に
変
更
す
る
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
再
検
討
す
る
。
」
と
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た

放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
は
、
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
除
去
土
壌
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置

に
伴
い
生
じ
た
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
基
本
的
考
え
方
に
お
け
る
中
間
貯
蔵
施
設
の
位

置
付
け
及
び
そ
の
配
置
も
踏
ま
え
つ
つ
、
除
去
土
壌
等
（
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
除
去
土
壌
等
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
が
生
じ
た
都
道
府
県
内
に
お
い
て
、
既
存
の
管
理
型
処
分
場
の
活
用
等
に
よ
り
、
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
の
�
、
�
、
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
最
終
処
分
を
「
福
島
県
外
」
で
行
う
こ
と
と
し
た
理
由
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発

生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
当
該
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性

物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
が
最
も
深
刻
な
福
島
県
に
お
い
て
は
、
住
民
が
既
に
過
重
な
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
等
を
踏
ま

二



え
、
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
基
本
的
考
え
方
に
お
い
て
は
、
「
中
間
貯
蔵
開
始
後
三
十
年
以
内
に
、
福
島
県
外
で
最
終

処
分
を
完
了
す
る
。
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
最
終
処
分
場
の
箇
所
数
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
放
射
性
物
質
の
効
果
的
な
分
離
等
の
技
術
の
研
究
開
発

や
評
価
を
進
め
、
最
終
処
分
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

除
去
土
壌
等
を
、
仮
置
場
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
へ
運
搬
す
る
場
合
及
び
中
間
貯
蔵
施
設
か
ら
最
終
処
分
場
へ
運
搬
す
る
場

合
に
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境
省
令
第
三
十

三
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
及
び
第
五
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
除
去
土
壌
等
を
運
搬
す
る
者
に

お
い
て
、
除
去
土
壌
等
が
飛
散
、
流
出
及
び
漏
出
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
除
去
土
壌
等
を
容
器
に
収
納
す
る
等
必
要
な
措

置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
除
去
土
壌
等
の
運
搬
車
に
、
事
故
時
に
お
い
て
応
急
措
置
を
講

ず
る
た
め
の
器
具
等
を
携
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
移
動
作
業
中
の
漏
出
や
収
納
容
器
破

三



損
」
が
生
じ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
除
去
土
壌
等
を
運
搬
す
る
者
に
お
い
て
、
必

要
な
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
供
用
開
始
ま
で
に
は
、
場
所
の
選
定
、
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
、
用
地
取
得
、
各

種
開
発
許
可
手
続
並
び
に
工
事
等
に
一
定
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
平
成
二
十
五
年
度
末
ま
で
を
目
途
に
基
本

設
計
及
び
実
施
設
計
を
完
了
し
、
仮
置
場
へ
の
本
格
搬
入
開
始
か
ら
三
年
程
度
を
目
途
と
し
て
供
用
開
始
で
き
る
よ
う
、
地

方
公
共
団
体
や
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
つ
つ
、
政
府
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

基
本
的
考
え
方
に
お
い
て
は
、
「
濃
度
の
高
い
も
の
を
含
め
、
今
後
、
除
染
等
に
伴
っ
て
大
量
に
発
生
す
る
と
見
込
ま
れ

る
除
去
土
壌
等
、
及
び
一
定
程
度
以
上
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
指
定
廃
棄
物
等
・
・
・
に
つ
い
て
は
、
そ
の
量
が
膨
大
で
あ
っ

て
、
最
終
処
分
の
方
法
に
つ
い
て
現
時
点
で
明
ら
か
に
し
が
た
い
」
こ
と
、
「
初
期
の
大
規
模
な
除
染
後
も
、
自
然
界
に
お

け
る
汚
染
物
質
の
移
動
等
に
対
応
し
て
追
加
的
な
除
染
が
長
期
間
に
渡
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
」
こ
と
及
び
「
最
終
処
分

の
方
向
に
つ
い
て
は
、
放
射
性
物
質
の
効
果
的
な
分
離
・
濃
縮
等
の
技
術
の
発
展
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
」
こ
と
並
び
に

四



放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
が
最
も
深
刻
な
福
島
県
に
お
い
て
は
、
住
民
が
既
に
過
重
な
負
担
を
負
っ
て
い
る
こ
と
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
「
中
間
貯
蔵
開
始
後
三
十
年
以
内
に
、
福
島
県
外
で
最
終
処
分
を
完
了
す
る
。
」
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

二
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

中
間
貯
蔵
施
設
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
考
え
方
に
お
い
て
「
関
係
市
町
村
及
び
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を
求
め

つ
つ
、
遅
く
と
も
平
成
二
十
四
年
度
内
に
立
地
場
所
を
選
定
す
る
。
」
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
は
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
、
関
係
市
町
村
及
び
地
域
住
民
に
対
し
、
必
要
な
説
明
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
考
え
方
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
場
所
の
選
定
、
基
本
設
計

及
び
実
施
設
計
、
用
地
取
得
、
各
種
開
発
許
可
手
続
並
び
に
工
事
等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
管
理
や
運
用
の
方
法
と
体
制
の
詳
細
を
環
境
省
に
お
い
て
検
討
中
で
あ
り
、
決

定
時
期
も
含
め
て
、
現
時
点
で
明
確
に
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五



二
の
�
に
つ
い
て

中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
は
、
除
去
土
壌
等
の
仮
置
場
へ
の
本
格
搬
入
開
始
か
ら
三
年
程
度
を
目
途
と
し
て
供
用
開
始
で

き
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
や
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
つ
つ
、
政
府
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
施
行
規
則
第
十
五
条
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
等
に
よ
り
、
除
去
土
壌
等
を
保
管
す
る
者
に
お
い
て
、
当
該
除
去
土

壌
等
が
飛
散
及
び
流
出
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
放
射
性
物
質
の
効
果
的
な
分
離
等
の
技
術
の
研
究
開
発
や
評
価
を
進
め
、
最
終
処
分
の
方

向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
御
指
摘
の
「
最
終
処
分
場
の
整
備
場
所
の
選
定
」
に
は

着
手
し
て
い
な
い
。
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